










要約:文献的研究ではSIDS の頻度が乳幼児死亡全体が減少している中で不変かむしろ増加

傾向にあることや、SIDS の病因病態では出生前に微細な異常が脳幹部に起こり出生後わ

ずかな誘引によって呼吸循環系に異常が発生し SIDS を引き起こすことや、SIDS のハイリ

スク児のスクリーニングではpolyg-raphicstudy よりも neurobehaviouralassesment が注

目されていることなどが指摘された。院内発生の未然型 SIDS についての研究では、多く

が低出生体重児であり、準夜深夜帯に発見され、マスク アンド バッグの蘇生が必要であ

ったが、神経学的長期予後は良好であった。心電図テレメーターを用いたホームモニタリ

ングの研究では十分に実際的であることが確認された。


